
１．まえがき
わが国の橋梁技術は，戦後の復興とともにめ

ざましい発展を遂げてきた。しかし，バブル崩

壊後の日本経済は，一転して厳しいものとなっ

た。また，少子高齢化に伴う労働人口の減少，

税収の減少に伴う財源不足により，公共事業に

は，これまで以上のコスト縮減が求められるこ

ととなった。このような社会情勢の変化に伴い，

鋼橋においては構造の合理化および省力化の研

究・開発が進められ，従来の構造形式から合理

化形式へと移行しつつある。

ここでは，現在採用実績のある合理化形式に

ついてご紹介するものとする。

２．建設コストの縮減目標
橋梁コストは，建設当初の建設費（イニシャ

ルコスト）と，建設後の維持管理費（メンテナ

ンスコスト）に大別される。建設コストの縮減

は，イニシャルコストとメンテナンスコストの

双方を削減し，橋梁の建設と供用期間中の維

持・補修等を含むライフサイクルコスト（LCC）

の低減を目指すものである。

３．耐久性向上を図った床版
メンテナンスコストの削減には，維持・補修

の頻度を低減することが有効であり，これは橋

梁の耐久性向上を意味する。橋梁架替え要因の

約７割（平成８年度調査）が，床版の損傷に起

因しており，自動車荷重を直接支持する床版の

耐久性向上は，メンテナンスコストの縮減にお
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図１　耐久性向上を図った床版形式２）

図２　従来鋼床版と合理化鋼床版２）

いても有効である。



現在では，耐久性向上を図った床版形式とし

て，次の４形式が主に採用されている。（図１）

①　鋼・コンクリート合成床版（以降，合成床

版と称す）

②　場所打ちPC床版

③　プレキャストPC床版

④　合理化鋼床版（従来の鋼床版より，板厚の

厚いデッキプレートと大型のUリブを採用し，

剛性の増加と材片数の削減を図った床版であ

る。（図２））

４．橋梁構造の合理化

工場製作費において，従来では人件費に比べ

て材料費が占める比率が高かった。故に，橋梁

部材は作用応力に極力対応した断面構成とし，

鋼重の軽減がコストミニマムの指標となってい

た。しかし，近年では人件費の高騰により，労

務費の削減が重要となった。このような社会情

勢の変化に伴い，平成７年１０月に建設省から

「鋼道路橋設計ガイドライン（案）」が提示され，

板継ぎ溶接の廃止や材片数の削減等，製作コス

ト縮減の具体的施策が明確化された。（図３）

以下に，ガイドライン設計の概要を示す。

（１） 適用範囲

支間長が２０m～８０m程度の I桁橋と箱桁橋で，

斜角や曲率が厳しくない橋梁。

（２） フランジ幅の統一

桁全長にわたりフランジ幅を同一とし，断面

変化は板厚の変化で行う。

（３） 一部材同一断面

主桁の断面変化（フランジ厚変化）は，現場

継ぎ手位置で行い，板継ぎ溶接を設けない。

（４） フィラープレートの使用

高力ボルト接合では，板厚差に相当するフィ

ラープレートを使用する。

（５） 腹板の板厚と水平補剛材

桁全長にわたり，腹板の板厚は同一とし，水

平補剛材は１段までとする。

（６） 腹板の添接板

腹板の添接板は，モーメントプレートとシャ

ープレートに分割せず，１枚物とする。

５．合理化形式の鋼橋
製作・架設費，供用後の維持管理費の削減を

目指す上で，主桁または主構を含む橋梁部材の

合理化・省力化は，非常に効果的である。以降

に，採用実績のある鋼橋の合理化形式を示す。

５.１ 合理化橋梁の形式

（１） 少数 I桁橋（図４，５）

８

図３　ガイドライン設計の概要１）

図４　従来の多主I桁橋を１００とした
ときの２主I桁橋の主要数量比較２）

図５　少数I桁橋の概要１），２）



最も多用される I桁橋において，主桁本数の

削減，横桁構造の簡略化と横構を省略した構造

形式である。合成床版またはPC床版を採用し，

主桁間隔（床版支間）を拡大して主桁本数を減

じ，剛性の高い床版を抵抗断面に考慮して，横

桁設置数の削減と横構の省略が可能となった。

（２） 開断面箱桁橋（図６，７）

鋼箱桁と床版とを合成構造にすることで，箱

桁中央部の上フランジを省略した構造形式であ

る。床版は合成床版を採用し，先行架設する鋼

製パネルで架設時の安定性を確保しつつ，箱桁

の腹板間隔を拡大して，主桁本数を減じている。

（３） 狭小箱桁橋（図８，９）

製作上の制限幅（１.２m程度）まで箱桁幅を

狭め，箱内部材の削減と床組構造を簡略化した

構造形式である。床版は，合成床版またはPC

床版を採用し，主桁間隔を拡大して主桁本数を

削減している。

（４） 合理化鋼床版少数 I桁橋（図１０，１１）

合理化鋼床版を採用した少数 I 桁橋である。

狭小箱桁との組合せにより，適用支間長の拡大

を図ることも可能である。ただし，採用には鋼

床版の疲労耐久性について，十分な検討が必要

である。

（５） 合理化トラス橋（図１２，１３）

上路式トラス橋に，合成床版またはPC床版

を適用し，床組および横構の省略または簡略化

を図った構造形式である。

９

図６　従来の２主箱桁橋を１００としたと
きの開断面箱桁橋の主要数量比較２）

図７　開断面箱桁橋の概要２）

図８　従来の２主箱桁橋を１００としたと
きの狭小箱桁橋の主要数量比較２）

図１０ 従来の鋼床版２主箱桁橋を１００とした
ときの合理化鋼床版少数I桁橋の主要数量比較２）

図９　狭小箱桁橋の概要２）



５.２ 合理化橋梁の適用支間長

合理化橋梁の標準適用支間長は，図１４のよう

である。また，道路の平面線形等を勘案の上，

採用形式の選定を行っている。（図１５）

６．あとがき
合理化橋梁は，主に高速道路の橋梁への適用

を目的とし，（旧）日本道路公団が主体に行っ

た実験・研究を基に，設計・施工されてきた。

国土交通省や地方自治体では，合理化橋梁の採

用は希であるが，今後は採用が増すものと思わ

れる。また，更なるコスト縮減を目指した研

究・開発が行われており，新しい構造形式の提

案がなされることであろう。

１０

図１１ 合理化鋼床版少数I桁橋の概要２）

図１３ 合理化トラス橋の概要１），２）

図１２ 従来のトラス橋を１００としたとき
の合理化トラス橋の主要数量比較２）

図１５ 合理化橋梁の適用範囲図 図１４ 合理化橋梁の適用支間長２）
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